
慶應義塾大学楽友三田会関連団体『楽友三田会歩こう会』 

第70回 楽友三田会Walking の会 開催のおしらせ 

 

 

 

 

 

コース全図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☝ 拡大地図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 第 70 回の今回は、未踏の方面：埼玉県東南部の「見沼代用水

西縁」に沿って、用水の緑陰や点在する公園を、起点/大宮駅、

終点/東浦和駅まで約14Kmのルートで辿ります。 
 ルートはほぼ全てにわたり車両通行の少ない用水沿いで緑陰にも

富み、歩きやすいコース取りとしました。（所により専用歩道もあり） 
 この地域は、縄文期頃は東京湾の海岸線がこの辺りまで入り込み、

武蔵野と下総台地に挟まれた河口湿地でした。古代から江戸時代に

至る、人々の活動の水と暮らしの歴史に触れながら歩くと、私達日

本のルーツと成り立ちにも思いが巡ります。 
 これまでの歩こう会に比し、遠方に感じられるかもしれませんが、

府中本町や国分寺までと移動時間はほぼ同じです。多くの皆さまの 
ご参加を頂いて、梅雨直前のさわやかな薫風の中を歩きましょう。 

昼食 / 合併記念見沼公園 

集合・発 / 大宮駅 

着・打上げ / 東浦和 

み ぬ ま だい よう すい にしべり 

緑陰の「見沼代用水西縁」を歩く 
２０１９年 ６月 ２日（日） 予定 

     集合場所  ＪＲ/東武 大宮駅 
     集合時刻   １０時 ３０分 



見沼と見沼代用水について 

 「見沼代用水」は江戸時代中期の享保年間1728年に徳川幕府により普請された灌漑農業用水です。利根

川の流路を東京湾から銚子の太平洋に向けて付け替える「利根川東遷事業」に伴う元の流域の水不足解消

と新田開発のために「見沼溜井」を代用するための用水で、見沼を挟んで東縁と西縁が作られ見沼干拓地

や下流の耕地を潤しました。現在でも用水の西縁と東縁の間は広く拓けていて当時の耕地が偲ばれます。 
 
     1万年前の関東地方の海岸線推定図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 温暖だった古代、地球上の氷は氷河も極地

もほとんど溶けており、その水量が海水面を

押し上げ、現代の海岸線よりも奥まで入り込

んで「奥東京湾」を形成していました。 
 現在、東京湾に流れ込む綾瀬川、江戸川、

隅田川、荒川の下流域は海で、海岸線は台地

に沿い、数多くの池沼が散在する複雑な地形

でした。 

 6000 年前頃の弥生時代を境に地球全体が寒冷に転じると、氷結に

より海水面が下がって海岸線が後退し、現在の足立区辺りから下流域

が陸地化して、見沼をはじめとする多くの沼が繋がる広大な沼沢地が

形成されました。 
  
 

 17世紀初め、徳川政権が幕府を開設すると、江戸は行政都市として急速に発展しゆくゆくは人口100万

人の世界一の都市となります。その大都市江戸への水運経路づくりと洪水災害から守るため、東京湾に流

れ込んでいた利根川や荒川、渡良瀬川を主な対象として、河川流路の変更・堰や堤防の構築、物流のため

の運河造成等々の数多くの大治水事業の河川整備が江戸時代から行われました。 

 

近世から近代の関東河川の流路の人為的な変更 

海退により「奥東京湾」が池沼化 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 併せて生産活動を全く行わない武士階級 50 万

人、その武士の生活を支える町人50万人、計100
万人の消費都市の暮らしを支えるために農地開墾

は必至となり、江戸周辺では次々と新田が開発さ

れます。手つかずであった見沼周辺もその対象と

なり、現在の川口市にあたる芝川下流域への灌漑

用水確保のため1629年に見沼の出口（現在の東浦

和駅東南方向）に「八丁堤」という堰（いわゆる

ダム）が構築されます。これにより八丁堤より上

流の元の見沼の耕地は「見沼溜井」として再び水

没します。1675年に溜井の一部を干拓して新田開

発を行ないますが、溜井の一部を綾瀬川に流下さ

せたため貯水能力が低下し、八丁堤下流の村から

この新田取り潰しの訴訟が起きて、結局1718年に

は溜井に復元されます。しかしながら土砂堆積で

溜井の貯水能力は低下の一途をたどり水害も頻発

するようになりました。 
 

広大な見沼と見沼溜井 

 水害に悩む村民から溜井廃止を懇願されその窮状が江戸幕府へ伝わり、

享保の改革の一環として新田開発を進めていた8代将軍・徳川吉宗は1727
年紀州藩士・井沢弥惣兵衛を登用して見沼溜井の干拓を開始しました。溜

井に代わる水源として見沼代用水を現・行田市の利根川から約60kmにわ

たり開削して灌漑用水とする一方で、八丁堤を破り、溜井最低部に排水路

を開削して芝川と結び荒川へ放水する工事を僅か1年で完成させました。 

 

 

 

見沼の再干拓、見沼代用水 

 見沼干拓後は商業資本も加わった新田開発が進み、開発面積1,228ha、新田面積1,172haの見沼田圃が完

成、以後この地は肥沃な穀倉地帯となりました。更に見沼干拓に併せて八丁堤跡に建設された見沼通船堀に

より江戸とを結ぶ見沼通船が開通、見沼代用水流域の川船輸送の発達にもつながりました。 
 見沼両側の台地との際を開削し、代用水⇒水田⇒芝川と高低差を利用することで、元の見沼溜井干拓地と

下流域の灌漑と治水を両立させたのが「見沼代用水の西縁、東縁」です。 

見沼代用水と見沼田圃 



（１）大宮駅 中央改札に集合 
 大宮駅東口 ⇒ 大宮氷川神社参道 ⇒ 大宮氷川神社 ⇒ 大宮第二公園／第三公園  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 大宮駅周辺は、古くは武蔵国一宮である氷川神社の鳥居前町、江戸時代以後は中山道の宿場町として発達し、

現代では埼玉県の最大の商業地として繁栄し、更に近年の再開発により道路・建築物も整備されて、都内のター

ミナル駅周辺にも劣らない賑わいを見せています。 
 歩き出しは、東口から大通りを東進し、氷川神社の参道に入ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
氷川神社  
  東京都・埼玉県近辺に約280社ある氷川神社の総本社。祭神は、スサノオ、イナダヒメ（＝クシナダヒメ）、 
 オオムナチ（＝オオクニヌシ）の３柱。大宮の地名は、「大いなる宮居」と称えたことに由来。江戸中期まで 
 存在した広大な沼である「見沼」の畔に立地し、元々の水神祭祀の発祥に氷川信仰（水耕開拓、鉄器戦闘）が 
 混入して成立したと考えられている。氷川信仰（スサノオへの神道信仰の一つ）は、ヤマトタケルの東征経路、 
 出雲族出身の无邪志国造（ムザシノクニノミヤツコ）の開拓地と一致した分布を示し、氷川という名も出雲国 
 の簸川（現：斐伊川）に由来するとされている。  （Wikipediaより引用） 
 
 埼玉東南部から東京都足立区にかかる広大な低湿地であった見沼地域を歩くスタートとして、大宮氷川神社に

立ち寄ることは、武蔵国の成り立ちも含めて歴史風土を知るにふさわしいと思われます。 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

  

 
 

大宮第三公園 

大宮第三公園から芝川に沿って見沼公園へ 

合併記念見沼公園（高山湿地に居るようです） 

代用水西縁 テニス公園付近  代用水西縁、展望台付近。 
     新田開発された耕地が広がる 

（２）芝川、代用水西縁の緑陰や隣接公園、神社を辿って東浦和へ 

 

合併記念見沼公園  
⇒ 代用水西縁隣接の遊歩道へ 

 

右に大宮第三公園 
 左は芝川の土手 

 この公園で昼食休憩（弁当持参下さい） 
 隣接の自治医大病院に日曜も営業のコンビニあり 

代用水西縁 

芝川 

第三公園 

見沼公園 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

代用水西縁 大古里育ちの森付近 
 ※歩いているのは、GoogleStreetに写っている人 代用水西縁、みむろ桜付近 

代用水西縁 馬場東公園付近 

大宮の氷川神社（男體）と対をなす 
  氷川女體神社から見沼氷川公園へ 
岩船祭（竜神≒水神を鎮める）の祭礼遺跡がある 

見沼氷川公園のハーブ園 

 

みむろ桜 
⇒ 馬場東公園 
⇒ 氷川女體神社 
  ＆見沼氷川公園へ 

氷川女體神社 

見沼氷川公園 

代用水 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

東浦和 和食・会席「一休」 

 コース飲み放題付き ￥5,400-（税込み） 

JR武蔵野線東浦和駅徒歩2分、和食会席『一休』。

東京、オランダ・アムステルダムで腕とセンスを

磨いた料理人が、すべてにこだわり全国から旬の

食材を厳選して仕入れ。旨味を引き出す炭火焼や、

伝統の調理法に独自の工夫を加えた料理の数々。

鮮度抜群の魚介を使ったお造りもおすすめ。ゆっ

たりくつろげるお座敷は宴会に最適。ディナーは

会席料理、飲み放題付き宴会コース。 

     http://ikkyu-higashiurawa.jp 

打上げ宴会会場「一休」 

終点・解散のJR武蔵野線 東浦和駅 
（打上宴会会場は、駅より手前です） 

 

 
代用水西縁、浦和明の星学園（右）付近 
   ゴール（宴会）はもうすぐ！ 

（３）打上宴会 和食「一休」（予定：変更の場合もあります） 

⇒ 終点、東浦和駅まで 

美味しそうな料理と銘酒の飲み放題が待っている 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆今回のウオーキングコースは、ほぼ平坦な用水縁の緑陰をゆっくりと歩きます。 

 初夏の（おそらく）好天の下での高温も考慮し、全体の距離は短めになっています。 
◆昼食はお弁当・飲料をご用意ください。 
 強い日射を防ぐ対策、紫外線対策もお忘れになりませんように。 
◆打ち上げ会場は：和食会席「一休」048-873-1993の予定。 
 ※変更となる場合もありますことをご了承ください 
◆費用  参加費      500 円 

     打ち上げ費    5,400 円（会席コース、銘柄種も含まれる飲み放題付き：税込） 

◆JR東日本＆東武鉄道「大宮駅」へのアクセス 
  JR東北・北陸・上越新幹線  東京/上野 ⇒ 大宮 
  JR高崎・宇都宮・湘南東京・湘南新宿  横浜/品川//渋谷/東京/上野/池袋//赤羽 ⇒ 大宮 
  JR京浜東北線        横浜/品川/東京/上野/赤羽 ⇒ 大宮 
  JR埼京線          大井町/渋谷/新宿/池袋/赤羽 ⇒ 大宮 
  JR武蔵野線⇒京浜東北線（南浦和乗換）/埼京線（武蔵浦和乗換） 
  JR川越線          川越 ⇒ 大宮 
  東武鉄道 アーバンパーク（野田）線 船橋/柏/春日部 ⇒ 大宮 
 ※途中ご参加/離脱についてはバス路線・バス停を調査中です。人口密度の高い住宅地周辺ですので、各駅との 
  バス路線は、コースと交差の主要な幹線道路に多くあるようです。追って案内差し上げます。 
◆用意するもの 

 ◎ 靴  ：日ごろ履きなれた通常のウォーキングシューズ。 

 ◎ 着替え：初夏でも相当に汗をかくと思いますので、できればお着かえのご用意を。 

 ◎ 水分補給用飲料水、雨および日射・紫外線の対策具 

◆本会は無理をしないことを第一の旨としています。 
 天候不順などの際は会の開催を見合わせたり、または延期することがあります。 

以上 

 


